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きょう し つ

教室にあるもの

ぶんるい ご　い

❚ 分類：語彙

2-1
み な まえ おぼ か

見たものの名前を覚えて書く。

え み な まえ かくにん

1. 絵（1）を見ながら、ものの名前を確認す

る。

●○○

手　　　　順

かたち 時間活動

せつめい編

談話の技術

　　　

準備するもの
え じつぶつ

ものの絵、または実物

使うことば
つくえ と けい

 机、いす、カレンダー、時計、ボールペン、
ほん じ しょ

ノート、えんぴつ、本、辞書、テープ、

テープレコーダー、かばん、テレビ、
きょうしつ

 教室

バリエーション
こ じん きょうそう ただ

（1）個人またはチームで競争する。正し
たん ご かず おお ほう か

い単語の数が多い方が勝ち。
も じ ただ

（2）ゲームにするときは、文字の正しさ
さいてん たいしょう

も採点の対象にする。

さいしょ な まえ つく

（3）最初にものの名前のリストを作って、
え み あと

絵を見た後であったものには○、な

かったものには×をつけると、もっ
れんしゅう

とやさしい練習になる。

え なか ひと つか

2. 絵（2）～（4）の中の一つを使い、それ
びょうみ あと

を30秒見た後で、そこにあったものをで
おお おも だ な まえ に ほん ご

きるだけ多く思い出して、名前を日本語
か

で書く。
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